
再評価結果（令和６年度事業継続箇所） 

 
                                担 当 課：大村市 河川公園課 

                                担当課長名：金原 剛蔵 

事業名 
都市公園事業 

事業 
区分 大村市総合運動公園 

事業 
主体   大村市 

起終点 
自：長崎県

ながさきけん

大村市
おおむらし

黒丸
くろまる

町
まち

 至：長崎県
ながさきけん

大村市
おおむらし

黒丸
くろまる

町
まち

 
面積 １１．７ha 

事業概要 若者の健全育成、高齢化社会での生涯スポーツの場として、運動公園を充実すると共に、市民のスポーツ 
大会、県央中核都市として組織的大会に対応できる環境を整備し、幼児の遊びや高齢者の健康増進の場として、スポー
ツ以外でも多くの人が利用できる施設の整備を図る。 

Ｈ13年度事業化 都市計画決定 あり Ｈ１３年度用地着手 Ｈ１３年度工事着手 

全体事業費 ７５．０億 事業進捗率 ５５．９％ 供用済面積 ６．９ha 

計画交通量  ― 

費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ ２．１４ 総費用  (残事業)/(事業全体) 総便益  (残事業)/(事業全体)  基準年  
(事業全体)   ２．１４ 
 
(残事業)    ０．２２ 
 

    32.85/100.48億円 
事 業 費：30.73/93.58億円 
維持管理費：2.11/6.91億円 

   7.09/214.78億円 
  直接利用価値：4.26/50.94億円 
  間接利用価値：2.84/163.84億円 
  

令和6年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 
【全体事業】人口世帯数の変動：B/C=2.02～2.28（人口世帯数±10%）【残事業】B/C=‐0.13～0.66（人口世帯数±10%） 

事 業 費 変 動：B/C=2.07～2.21（事業費 ±10%）      B/C=0.20～0.24（事業費 ±10%） 

事 業 期 間 変 動：B/C=2.14～2.16（事業期間±1年）      B/C=0.24～0.29（事業期間±1年） 
 
 
事業の効果等  
・幅広い世代におけるスポーツ・レクリエーション振興及び健康増進 
・心理的な憩いの提供 
 関係する地方公共団体等の意見  
― 

事業再評価監視委員会の意見  
 ― 
事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等 

 
 
 
 

 
周辺地域の人口、児童・生徒数は増加しており、当該公園に対するニーズは高まっている。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  
令和５年度末までの事業進捗率は５５．９％で、用地進捗は８６％と進捗している。事業認可の変更を行い、今後も用

地取得を継続して行い、令和10年度の事業完成を目指す。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
事業認可の変更を令和６年度に実施し、令和10年度完成を目指し、用地取得・整備を実施する予定。 

施設の構造や工法の変更等  
多様なスポーツ利用を図るため多目的広場を人工芝に変更、様々な人の利用促進をはかるため憩いの広場（インクル

ーシブ遊具、バスケコート）の変更、熱中症対策を図るため日陰施設の追加、及び資材・労務費高騰による単価上昇等に

より事業費が増額となった。 

対応方針 事業継続 / 事業認可を変更し、令和１０年度供用開始を目指す。 
対応方針決定の理由  
事業の必要性を考慮した場合、事業継続が妥当と判断される。 
事業概要図  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 

位置図 

供用区域 R6年度以降事業区域 




















